
 

７ みんなに知ってほしい！ 

学校図書館を知ってもらう取組み 
 

 

 

 

 

 

 

 

◇職員に「学校図書館」について知ってもらうための取組みを紹介します 

■校内研を活用した取組み（学校司書 山崎尚子さん） 

 

 

 

 

 

 

 

 

本の貸出・返却 

だけじゃない！ 

学校図書館のいろいろ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■校内研で職員に説明をする （学校司書 山崎尚子さん）   

わたしは、年度初めの校内研におい

て、図書館について説明をする時間を設

けてもらい、図書館の活動内容や、司書

としてお手伝いできることについて、 

くわしく説明をしました。 

山崎さん作成のプレゼン資料 

まず、学校図書館の役割についてお話

しました。 

読書センター・学習センター・情報セ

ンターとしての機能や、図書資料のレフ

ァレンスや取り寄せ等のサービスを行う

ことなどをお話ししました。 

次に、所属校の学校教育目標を示して、

図書館の機能との関わりについて話しま

す。そうすることで、学校図書館が、学校

の教育活動に大きく寄与する施設だという

ことを知ってもらえると思っています。 

所要時間は、ブックトーク 

込みの 50分間です 

｢心の居場所｣としての機能についても説明し

ました。 

ていねいに説明してもらえると、

図書館と連携してできることが、 

いろいろと見えてきますね！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それから、学校図書館の

機能に基づいて、学校図書

館にできることについて具

体的にお話します。 

そして、最後に、先生方にブックト

ークを実演して終わります。 

教科等との 

連携 

準備期間はどれくらいなんですか？ 

だいたい１週間～数日間ですが、依頼があればできるだけ

断らずやるようにしましたよ。中学校に勤めていた時は、小

学６年生を対象にブックトークをしたこともありますよ。 

実演するブックトークは、子どもたち向けのものを見てもらいます。そうすることによ

って、授業や学年朝会に呼ばれてブックトークをする機会ができます。 

例えば、英語の授業でのアンネフランクに関する単元のときは、「アンネの生きた時代

背景」をテーマにブックトークを行いました。また、いじめや人間関係のトラブルを抱え

た学年の朝会では、「友だち」をテーマに行いました。司書は、本を通して問題解決を図

るお手伝いができるということを理解してもらえるよい機会になったと思います。 


